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【目的】  
近年では専門職としての学びを得るための手法として，模擬患者による指導や OSCE（客観
的臨床能力試験），クリニカルクラークシップ等様々な形式で演習を行い実習や現場で活か
せるような知識を得ることのできる指導法が注目されている．一方で学生の中には実習に
対して精神的に不安を抱えたり，成功体験を得ることが出来ず自信を喪失してしまう学生
が見られる．本研究の目的は臨床の作業療法士が学内の演習に参加することによる，学生
の心理面の経過と効果を明らかにするものである  
【方法】  
本研究では平成 24 年の「作業療法体験実習」とそのオリエンテーション中に授業の一環と
して実施したアンケートを分析し作業療法士が学内演習に参加することの効果と心理状態
の経過を明らかにするものである． 
学生の心理状態の分析には困難な状況から回復する力を評価する「 S-H 式レジリエンス検
査」と自分自身の能力に関する自信を評価する「 GSES 自己効力感尺度」を用いて学生の心
理面の変化を実習前，臨床の作業療法士が参加し指導する直前演習後，体験実習後の 3 回
測定した．また学生からも自由記述式のアンケートを行うことで，本研究では臨床の作業
療法士が直前演習に参加する効果を検討するため，実習後の指導者からのコメント表や評
価表も分析対象とする．評価表からだけでは分からない記述的データおよび実習地からの
評価表も分析の対象としその効果を検討した．  
【結果】  
アンケートは体験実習前の第一回オリエンテーションの 7 月 20 日，臨床の作業療法士が参
加した第二回目オリエンテーションの 9 月 1 日，実習後の 9 月 27 日の計 3 回実施した．GSES
の平均値は 1 回目 6.31(±3.24),2 回目 7.90(±3.74)，3 回目 7.09(±3.80)であった．レ
ジリエンス検査では内的外的積極型，外的消極―内的積極型が多くを占めていた．臨床の
作業療法士が参加する演習については，「現場の作業療法士から具体的なアドバイスが聞け
て良かった」，「実習や作業療法士として必要なコミュニケーションについて理解できた」
「自分がうまくできてないところを認識できた」などのコメントがあった．一方で「自分
の実習施設の作業療法士でないので残念だった」といった意見もあった． 
【考察】 
本研究の結果より学生の心理面の経過と効果について実習前や臨床の作業療法士が参加す
る演習，および体験実習は多くの学生に大きな変化が見られなかった．一方で GSES の平均
値の比較では第一回目より第二回目が向上し第三回目には低下していた．これは作業療法
士が参加する演習で効力感が効力したのち，現場での学びで自己の能力を再度客観視し低
下したことが考えられる．平均的な経過以外にも学生によっては特異的な反応を見れるも
のもいたので，学生指導での活用が期待できる．  
【学会発表予定】  第 47 回日本作業療法学会 2013 年 6 月 29 日 
 
 
 
